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菫
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ヽ
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０
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＾
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摯
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０
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＾
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鶴
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燭
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一
■
な
足
の
苦
交
世
●

一
と

，

１^

●
，

イ

を
，

い
た
こ
と
が
あ
る
　
日
本
と
欧
米
＋
●
て

な
く
　
他
の
ア
′
す
の
国
々
の
文
化
も
醸
捜
ｔ

つ
つ
　
新
ｔ
い
音
楽
■
界
を
審
き
―
け
る
ヽ
さ

で
あ
る
と
い
う
趣
”

，
あ
一
た

現
在
の
文
化
早
“
の
中
て
　
わ
が
国
の
會
楽

家
た
ち
が
呼
■
の
借
物
で
な
い
●
■
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を

小
す
こ
と
は
嬌
め
て
建
し
い

椰
楽
器
養
考
に
ｔ
て
も
　

，
‥
■
均
準
に
よ

，

五
線
記
譜
法
に
慣
れ
た
い
ま
　
発
蕎

，
演
奏
■

る
＝
を
波
さ
に
し
て

，
楽
性
て
み
●
は
　

，
ン

．
ナ
リ
テ
ィ
が
見
え
な
い
‘
と
が
多
い
　

一
方

東
洋
の
音
楽
は
人
知
に
等
ｔ
て
　
他
の

，
，
，

諸
国
と
の
連
帯
０

「
歌
楽
鮎
‘
一
に
も
ふ
れ
た

よ
う
に
　
夕
更
■
も
着
ｆ
ｔ
難
い
■
楽
事
情
や

――
会
情
勢
卜
に
あ
る

ｉ
れ
て
も
　
私
は
音
楽
に
お
け
る
収
洋
人
と

し
て
の
１
０
″
―
卜
を
ｔ

一
が

，
持

一
て
い
た

い
　
西
洋
人
が
共
通
の
場
と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
作
り
出
し
た
■
う
に
　
東
洋
人
の
発
７
に

安
撼
す
る
独
自
の
●
“
“
や
と
風
格
を
持

一
●

ア
ジ
ア
の
音
弦
楽
が
欲
し
い
　
Ａ

，
の
出
Ｖ
て

点
丙
融
合
を
求
わ
た
よ
う
に
　
ア

，
′
て
も
そ

れ
ぞ
れ
の
民
換
性
を
■

，
し
た
共
同
作
業
の
埒

が
あ
れ
ば
　
Ｒ
々
の
円
の
■
の
平
和

に
重
ば
し

新
し
い
文
化
の
誕
■
も
南
●
さ
れ
る
こ
と
を

私
は
信
し
て
贅
わ
な
い

,

ア
ジ
ア
の
可
能
性

そ
の
意
味
で
は
　
一
九
八
二
年
１

，
た
Ｈ
に

行
わ
れ
た
日
本
音
楽
案
間
と

，１，
国
中
央
民
挨
楽

間
の
協
演
は
　
新
し
い

，
ジ
ア
青
卒
の
紀

几
エ

■
の
趣
〓
が
あ

ｏ
た
　
や
が
て
全
７
フ
ア
の
文

路
が
加
わ
る
０
の
前
に
　
ま
す
　
最
も
協
調
し

や
す
い
Ｈ
中
の
楽
器
群
が
　
■
●
百
年
に
０

一

た
そ
れ
そ
れ
の
歴
史
●
メ
ま
え
つ
つ
　
■
さ
に

■
立
て
て
選
重
し
た
の
た

。
●

私
〓
こ
の
日
の
た
め
に
新
作
を
書
け
た
幸
●

を
し
み
し
み
味
合

っ
て
い
る
　
こ
の
協
演
を
中

し
入
れ
た
と
き
　

，―，
日
“
に
は
チ
個
外
の
こ
と

だ

。
●
よ

，
て
　
合
奏
の
相
手
‐―
直
前
〓
て
決

〓
ら
な
か
¨
た
　
多
忙
な
長
沢
さ
ん
に
し
攘
沖

を
願

一
て
　
い
さ
さ
が
強
引
な
イ
■
を
し
た
が

腱
が
な
出
発
を
し
た
こ
と
の
“
よ
り
の
証
硼
と

な
る
一　
つ
の
オ
ー
ジ
ナ
ル
な
作
品
が
残

一
た

私
の
場
合
　
今
回
の
好
由
を

九
ｒ
　
次
の
蛉
＾
一

に
足
非
Ａ
彩
釘
Ｖ
全
―――
を
＝
●
け
た
い

最
近
　

，
〓
ス
選
手
０
亡
奇

，
件
を
機
に
せ

て
米
中
文
化
交
流
が
中
止
さ
れ
る
イ
■
が
ｅ
き

，
　
政
治
の
ド
て
文
化
は
■
に
犠
牲
に
さ
れ
ら

力
的
な
輸
出
は
標
的
に
さ
れ
や
す
い
　

，
い

に
交
わ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
交
流
の

泳
続
＝
の
保
■
を
求
め
た
今
公
満
の
意
図
が
制

●
て
洒
け
る
で
あ
ろ
う
か

０

■
た
ち
Ｒ
　
六
ｎ
以
降
“
交
流
織
全
も
き
あ

訪
●
以
前
に
響
徴
ｔ
て
い
た
も
の
を
“
え
る
技

術
や
美
や
支
●
〓
に
出
連

一
ｔ
　
¨
口
側
の
沢

山
の
人
た
ち
の
話
を
昭
く
と
　
彼
〓
‘
　
■
目

の
Ы
１１
●
ち
の
円
て
は
馴
れ
て
“
●
な
く
な

一

て
い
る
日
本
の
　
●
い
う
よ

，
■
日
独
■
の
ｉ

楽
様
人
■
技
″

，
ち
　
い
い
剌
機
を
受
け
た
と

い
う
　
一
方
的
に
出
さ
合

，
た
●
て
な
く
　
協

演
を
無

，
返
●
中
て
　

，
い
の
シ
●
″

，
の
効

用
は
何
倍
に
ヽ
中
稿
―
　
記
憶
ｔ
深
く
な
。
て

い
く
に
適
い
な
い

解
散
後
の
中
国
は
　
人
”
の
五
τ
を
古
め
る

少
数
民
族
の
優
れ
た
Ｉ
楽
を
積
額
的
に
導
入
ｔ

て
今
日
の
民
族
■
楽
”
略
盛

，
●
た
ら
せ
た

だ
ヽ
そ
れ
３
体
は
■
新
的
て
あ

一
た
が
　
綺
国

の
中
で
行
わ
れ
て
＾
タ
ー
ン
化
し
　
質
ヽ
と
内

釣
表
現
に
問
崎
が
あ
る
と
■
党
ｌ
ａ
て
い
る

０
る
が
え
っ
て

，
本
の
音
楽
■
会
〓
Ｒ
防
備
に

ｕ
く
開
か
れ
て
い
る
が
　
■
●
現
状
贅
革
に
■

否
反
■
が
い
い
　
糧
た
ら
の
Ｘ
学
●
　
６
屈
ｉ

の
中
か
ら

，
ィ
ル
ギ
ー
を
得
る
宿
Ｏ
Ｆ
に
あ
る

復
我
の
楽
器
餃
良
へ
の
態
嚢
と
政
嗅
●
Ｉ
さ
に

そ
の
反
映
で
あ
る
　
■
た
　
角
■
●
デ
ル
に
対

比
し
１１
る
――，
Ｎ
民
僚
予
弦
楽
ｔ
　
擦
弦
文
書
群

な
■
を
大
き
な
か
ら
れ

，
あ
げ
て
き
●
３
本
の

■
，

憾
式
の
表
現
力
の

，
総
丼
も
説
明
が
つ
く

Ｆ
，
い
。
た
■
い
の
事
■
に
“
さ
‘
こ
と
な

三
木

稔

く
　
両
国
の
ケ
“
と
扱
綺
■
与
■
―
つ
つ
　
″

さ
深
い
オ
ー

，
ス
ヽ
●
―

，
●
′
“
ド
に
合
奏

を
，

え
ば
　
”
数
の
０

，
■
■
実
を
Ｉ
み
出
し

＝
る
確
値
を
私
Ｒ
持

，
た
　
ｔ

，
籠
し
い
■
●

議
の
に
挿
を
＝
う
と
０
い
え
　
そ
れ
は
彙
山
′

，
■
や
イ
ン
●
い
楽
器
に
ち
通
し

，
う

●
●
　
――
ム
●
●
夜
練
＝
向
の
保
■
性
に
よ

一
て
は
削
進
が
て

，
な
い
　
そ
の
点
　
自
帯
Ｒ

族
の
特
■
に
　
燭
辺
の
聡
馬
民
族
の
＾
ド
ス

，

加
え
た
ｔ
い
ヽ
の
ヽ
　
今
回
――，
国
て
楽
人
的
市

進
＝
●
４
■

，
■
●
感
甕
い
１
１
●
た

一
た

―
袂
‘
‥
十
”
海
八

公
演
●
＝
事
柊
え
　
色

洋
と

，
，
ア
“
棄
円
と
”
協
績
●
業
し
た
こ
と

は
　
秩
が
■
田
せ
関
わ
っ
た
長
い
年
月
の
中
て

ｔ
●
に
忘
れ
鐘
い
こ
と
に
な
●
た
　
日
本
■
素

集
団
０
仲
――――
た
ち
と
見
ら

，
●
火
ｔ
ｔ
く
あ
る

ｔ
が
Ｌ
　
私
■
＝
や
し
浄
を
ヽ
く
ヽ
〓
人
間
て

あ
一
て
　
爆
得
の
絆
地
の
横
物
を
衝
え
て
育
て

る
時
期
に
来
た
■
円
に
は
無
用
●
一長
勒
が

，
ｔ

れ
，

い
　
茨
●
る
荒
地
に
面
０
「
ば
な
ら
“

歌
楽
帖
‘
０
と

，
■
開
し
ら
が
　
支
汁
‥
■
ト

さ
一
た
力
々
お

，
が
と
●
　
希
ι
　
ｎ
て
て
い

る
植
綺
の
実
体
が
見
え
ｔ
く
な
る
よ
う
な
こ
と

か
あ

●
た
な
ら
　
‘
の
―
帖
に
し
た
た
め
た
こ

と
が
　
き

一
，
何ヽ
う
の
役
に

，
つ
て
Ｌ
‘
う
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お琴・二味線
品質の優秀さ
価 格 の 安 さに定評がある

琴栄楽器店

くお 琴〉・ 常時在庫200面 ・ 試弾できます。
・ 特別注文仕上げ受承ります。

く二味線〉・ 在庫多数   ・ 試弾できます。
お琴 三味線のお貫求めは琴栄ローンで (最高20回払い)

琴 栄 楽 器 店

バンフレ ット無ll送付数します
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e`,ネ íュ .=,● ,,=貪 ='

東 京 本 社  〒 |,東京もた区,■′,,豪評ビ●,●

●
=L 

∞ 0開 |||,,ttl

日本音
この度の中口1●■。)おII:1を させていただきました
ご成Jllおめでこうこざいます

素顔の中国へご案内します

0日ノ鰤術開発

団中国演出成功

祝



オリジナル立奏台

十七絃

f/ヽ絃

「
十絃等

日本音楽集団推薦

琴 尤姉 果尋膚
中 島 隆

東京都目黒区■文●2丁 目19 15 TELoo(792)8481

―見不

“

■ と思われらllかな点に,(改 良と創塗を菫

ねてみました さヽ完威度を誇
`イ

鱈 楽嬌の最高糧畠

■緩 す
`す

べての人の強綱な

`情
を忠実に書に表現す

るために 秦器の本

"を
追家した挙



堅
田
啓
輝
『現
代
邦
楽
打
楽
器
リ
サ
イ
タ
ル
」

何
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い
コ
ン
サ
ー
ト

二

九
八
二
年
十
一月
八
日

火^
）

●
会
場
　
赤
坂
　
薫
月
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
多
数
出
演
予
定

|                 |

1       番報

1      山「
0)
|′

!J

i!11;

lliliК

!:il
l:JI

二
十
饉
エ
コ
ー
ル
・イ
ン
・ジ
ア
ン
ジ
ア
ン

ま
下

●
●
～
　
●
■
■

，
　
Ｆ
驚
ｔ
′

●
Ｂ
時

　
一
た
八
三
年
■
月
十

二
８
＾
月

）
午
後
七
時
欄
■

●
場
所
　
●

，
，

ァ

ン
ツ

ァ
ン
　

●
λ
蝸
科

　

一
●
０
０
円
＾
全
日
奎
床

）

●
テ
ケ

′
―
取
■

い
　
お
「

い
合
せ
　
渋
香
ジ

，
レ
ジ

，
，

国
六

〓
１
〇
六
四

一

野
坂
方
口
六
〓
―

〓
八

〓
四

出 000
■ ''観ヨ ,■
1グ ,「
■
"^ttF'

1■ 2小
●    ,

|ド :|=
付 ,ヽ ■
Li七 ■
■ ,II山

卜曲
円   0
,う 。 |

和 ヴ
`軽F● 1 0

た催 )拝
m曲 イ(
■   1
首 。す

`′ '^
0`ラ

円 tlラ
●  :●
祥 ド

'|ri]:

1  供
11  薔
山  美

●

　

　

　

　

　

　

　

一

　̈
一　
　
　
●

一　

一
　

　

　

　

，

=,



団
■
、
及
び
団
員
関
係
の

一　
　
　
グ
ル
ー
プ
の
動
向

□
終

●
た
コ
ン
サ
ー
ト
　
ふ

，
か
え

，
て

一
〓

〓
檜
彙
菫

一■

＾
　
　
＝
―
　
＝
　
―
　
●
・

「
―
ュ

●

コ
●
●
　

―

１
●
ヽ

　

１
●

　
一
　

　

　

　

　

一

イ

●

ｌ

ｉ

口”の吉
同

］取

,

,

,

,

,

,

,

,

,

三 枝
,

1

ロ ー ン
でお買物

琴・三味線・17絃

0大津彗・ヨ融
東京 TJι 沢 (D3)`を

`671製作所 薔島県大田市新丼

(製造・ 販売 )

商 店

も ち
, 力

`れ 舞
し 台
〈  ,●

壼

't  つ
ま と
, 1

う

`本験
が
で
き

コ
●
●
、
●
●
ｏ
フ
●
―
卜
帰
薔
ホ
′
卜
憎
輸

邦
奎
丼
■

よ
る
０
●

，
，
―

´
●
レ
　
そ
¨
―

一
　
一
　
　
　
一
　
　
一
　
一
「
　
　
―
一
　
　
　
一
一●

一　
　
一　
　
　
　
　
　
■

，
　
　
　
　
一　
　
ヽ
一　
　
●
　
　
一
一

―

一
　

一　
一
　
　
―
〓
　
■
‘
●

‐―

■
１
一■

　
●
■
―
　
一
●
「
‘
　
　
一

ヽ
　
　
　̈　　　　一　　一　
　
　̈
一　　
　
一　　
　　
一一一　一　
　
´
　
一

●
・
　

■
　
●

一
〓
一
　

”
　

　

．　
　
　
一
　

一

一
下
　
一

一
　

，

●

´

Ｆ

ｉ

　

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

■
ｖ

¨
一
　
ｉ
¨^

滝
日
■
智
子
「
０
二
十
К
薔
　
■
イ

，

´

＾
一一
　

一

■

　

　

　

　

　

　

一
　

一
一
　

　

一
●

―

一
　

　

　

　

一

一
，

一一　

一
　

　

一

一■

＾

●

〓
，
■

ヽ
三
本
■

”
こ
れ

，

●

●
　

　

　

　

　

　

　

　

〓

＾

一

一
●

一
　

　

一　

　

　

　

一
　

　

一

澪 盤
数力

"

ふ 畜

|



次
い
て
六

俳
饉
●
劇
対

は
，

幕
任
“

ｔ
　
上
団
＝

と
野
嗽
を
■

丼
に
　
る
０

｛｝
　
　

，
　
一

，
あ
楽
商
■

の
伝
説
が
●

‘
，
ン

，
”

●

一
　

　

一

オ
＾

，
ヽ
¨

ｉ
す
る
を

，
ル
イ
ス

記
念
に
＝

瞭
落
０
契

，
　
お
本

だ
Ｖ
●
同

オ
ー

，

口
比
０
公

定
の
■

¨

の
作
品

ら

一　
の
、
一

―
ス
ー
四

各
■
分
の

一『
　
〓
末

核
ヽ
●
レ

ｔ
ｈ
●

餞

一
て

，

，

■

‘

，

わ
れ
の
メ

ヽ
■
●

■
●

□
”
坂
息
子
初
の
神
奈
川

，
サ
イ

，
ル

九^
月
十
五
日

ホ^
〓

“
奈
川
暉
■
青
楽
■
）

口
際
的
に
活
躍
十
‘
野
坂
Ｊ
千

，
　
初
め
て

「
奈
川
県
て

一卜
粒
う
１

，
イ

，
″
々
一●
い
ま

，
　
こ
れ
――
　
神
奈
川
Ｌ
Ｏ
ズ
ｔ
Ｏ
段
ｔ
ｔ
ｔ

い
え
る
県
立
■
疵
■
が
　
■

一
．
ヒ
向
青
楽
鑑

賞
の
タ
ベ
」
と
し
て

，
鮮

，
ら
も
”

，
す
　
０

本
て
有
散
”
〓
書
を
め
る
音
楽
Ｔ
”
　
ｔ
“
ｔ

体
＝
の
マ
チ
ー
ー

（午
後
の
公
演
）
ｔ
つ
て

足
■
こ
家
族
の
皆
さ
ヽ
こ
お
油
が
け
に
■

，

■
市
の
秋
に

，
さ
わ
し
い

一
＝
４
ｔ
遺
し
に

，

□
秋
を
影
る
団
■
の
リ
サ
イ

，
ル
情
●

■
た
洋
細
が
決

，
●
て
い
ま

，
ん
が
　
興
在

の
と
こ
ろ
次
の
通
０
で
す
　
十
月
十
七
日
＾
■
）

吉
村
ｔ
■
第
二
回
７

，
サ
イ

，
″

（芝
Ａ

，
Ｃ

会
陀
■
―
●
）

十
１
●
卜
Ｈ

本^
）
Ｒ
輸
●
■

贅ゆえに 人ゆえに結ばれぬ| ■ 本′ 熱11と は? ■■ ιは? そして■ ι :′

1本にが切めて札●本略的ミ・ ―プカヽ′
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尺
八
り
■
イ
タ
ル

＾
‘―

一，
，
―
十
１
”
）

―

一
月
八
日

人^
）
郎
ｍ
啓
暉

『現
代
ち
当
打

発
ネ
ー

，
イ
タ
ル
一
一赤
坂
　
●
月
十
１
ル
）

十

一
月
―
た
０

火ヽ
一
■
地
限
司
綸

一同
期
弓

り
■
イ
′
●

４^
■

，
，
―
■
―
ル
一

日
米
用
浩
今
秋
ア
メ
リ
カ
ヘ

■
Ｆ
Ｒ
八
婆
４
　
■
澤
浩

，
↑
■
”
●
１
三

Ｈ
が
ら
■

¨
月
Ｉ
Ｈ
ヽ
ヽ
　
ハ
サ
の
う
演
奏
γ

薫
沢
和
雄
　
千
″
γ
●
八
‘
●
′
・
●
●
超
同

じ
　
十
二
■
●
し

，
た
日
”
演
奏
会
に
出
油
Ｌ

ま
す
　
米
澪
〓

一
●
―
¨
′
＾
＾
●
鳳
価
●

一

た
こ
と
が
あ
●
〓
十
”
　
詢
“
て
の

，
メ
■
カ

て
賢
張
し
て
「
ら
一
ｔ
●
こ
と

，
，
　
ス
語
の

模
能
な
彼
の
こ
と
　

，
レ
ッ
ク
　
な
文
化
交
流

が
で
―
る
こ
と
を
期
●
し
ま
ｔ

ｉ
●

二
商
檜
明
絡
　
竹
井
減
が
今
秋
北
戯
で
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
■

打
楽
署
″
．”
ヽ
　
百
　
●
■
●
一
●

■́

●
一

一
ヽ

一
　

　

　

　

　

●
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日
本
音
楽
協
会
通
信

講
‘
回
日
本
書
楽
合
賽
フ

，
ス

，
，
パ
ル
大
阪
で
壼
会
に
終
る

日
本
音
楽
合
泰

，
，
‘

，
´
＾
¨
〓
ス
回
■
´
●
■
た
　
今
ｉ
て
円
が
●
）
一
た
要
京
を

，

ｔ
れ
て
　
初
め
て
に
謳
”
地
　
大
”
ｔ
崎

，
，

●
■
イ
ッ
タ
＋
―
●
て
西
■

〓
卜
３
●
］
縦
さ

れ
ヽ
し
た

関
西

，
　
７
ま
を

，
１
●

●
〓
〓
Ｆ
し
い
ゴ
本
青
榮
に
倭
饉
的
な
活
動
を
操

，
広
げ
て
い
る

０
て
‘

そ
上
を
反
餃
し
た
の

，
　
過
去
六
回
の
フ
一
ス
テ
ィ
パ
ル
で
最
多
の
十

一団
体
ち
の
滲
膚
か

あ
り
　
滴
奏
時
間
の
欝
整
に
苦
”
す
る
０
ど
で
し
た

な
加
団
体
と
働
月
を
簡
単
に
昭
介
し

，
■
と
　
〓
す
Ｈ
本
書
楽
昭
余
所
属
の
団
体
と
し
て
仙

台
か
ら

合̈
会
団
　
諄
』
Ａ
筆
双
ｉ
Ｖ
　
東
京
か
ら
　
星
組
合
奏
田
」
Ａ

，
‘
ヴ
‘
ル
デ
ィ
′

ン
ト
）
と

『合
奏
団
た
あ
く
」
ハ

ら

の
出
園
詩
Ｖ

名
古
Ｐ
か
ら

一グ
ル
ー
フ
み
す
■
一
Ａ
Ｉ

供
の
た
め
の
樹
曲
ヾ
　
今
回
の
フ
、
ス
テ
ィ
パ
ル
の
本

●
公
員
■
も
あ
ら
施
几
人
餃
０

「合
婆

岡
　
ｎ

，
ハ
冬
の

一
Ｈ
　
パ
ー
ト
■
Ｖ
及
び

「関
西
■
交
■
Ｍ
」
Ａ
人
【
綸
幻
想
Ｖ
以
上
の
六

用
体
で
す
　
議
会
以
外
の
合
秦
団
■
広
島
か
ら

「和
楽
器
摯
団
　
楢

一
ハ
竜
女
の
ェ
Ｖ
　
地
元

か
ら
は
　

，
ビ
ス
ア
ン
●
ン
ブ
ル
¨
Ａ
予

一
■
な
曲
Ｖ
　

グ́
ル
ー
プ
蒼
」
Ａ
″

，
本

ン
Ｖ

「ぐ
る
，

，
　
い
ふ
〓
一
Ａ
野
の
花
た
ち
▼
　
一
奈
腱
會
楽
研
究
会
■
楽
部
」
Ａ
挙
の
た
め
の

組
由
）
そ
し
て

一京
都
学
■
三
由
建
熙
　
（
嫌
■
交

，
Ｖ
の
六
団
体
で
す

お
量
の
“
備
に
よ
う
今
回
は
　
日
本
市
楽
■
田
●
摯
ｍ
●
せ
ｔ
●
κ
で
し
た
が
　
そ
の
代
り

揃
籠
の
鶴
田
康
　
高
“
劇
邦
ｍ
民
を
は
じ
め
数
名
の
田
員
の
方
々
が
演
奏
に
参
“
し
て
く
れ

憲
た
　
代
表
の
長
沢
じ
護
民́
も
お
祝
い
に
か
け
つ
■
て
、
さ
い
ま
し
た

昨
年
九
月
に
オ
ー
ラ
ン
し
た
ば
か
り
の
会
場
で
舒
し
く
て
さ
れ
い
な
の
七
い
い
の
て
す
が

国
年
と
比
べ
て
ホ
ー
ル
の
収
容
人
＝
も
か
な
り
大
き
く
　
ま
た
い
つ
も
の
倍
近
い
０
加
人
数
を

し
か
え
て
　
実
行
委
■
の
運
営
も
大
変
て
し
た
が
　
多
ｋ
の
参
加
者
、
僕
授

，
●
て
　
今
回
の

フ
一
ス
テ
ィ
＾
ル
も
菫
会
の
う
ち
ｒ
終
え
ら
て
と
が
で
き
ま
し
た

実
行
■
Ｈ
会
に
よ
る
●
■
運
営
も
は
ほ
定
●
し
　
今
後
東
京
以
外
の
地
で
開
欄
さ
れ
る
時
の

指
針
に
も
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す

来
年
は
　
再
び
東
京
で
開
催
す
る
予
定
で
す
が
　
そ
れ
以
後
は
賜
■
又
は
二
十
母
毎
に
て
も

東
京
を
燿
れ
て
　
名
古
属
　
仙
台
そ
の
他
の
地
方
で
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
■
す

合
，

日
活
動
予
定

〇

一
髯
」
　

第
■
回
定
場
演
奏
会

′
―

一
＝
―
六
日

水^
）
強
災
復
興
記
含
ホ
ー
ル

＾
仙
台
）

○
関
山
音
楽
集
団
　
第
十
二
回

ヽ
一
　
●
ン

，
―
卜
　
一^
月
十
九
口

＾
０
）
毎
日
新
聞
十
１
ル

＾
京
都
）

第
十
四
”
　
・
　
●
ン
一
―
ド
′
九
月
―
■
＝

一■
一
■
●
小
劇
螂

第
十
五
Ｌ
‥
・
　
●
ン
サ
ー
ド
（
タ
ー
ス
●
′
　
●
ン
●
―
卜
一　
１
１
月
二
十
″
Ｈ

＝^
）

会
場
未
定

日
本
音
楽
協
会

，
■
団
―
―
日
本
の
車
諄
を
演
秦
す
る
ア
マ
チ
、
ア
の
方
々
＾

＝
楽
〓
に
よ
る
合
興
の

，
一
―
プ
ｔ
　
一“
旅
な
ど
〓
間
わ
〓

●
●
■
一　
●
６
“
て
、
ま
す
　
東

京
”
方
は

，
”
を
ヽ
会
員

計́
柵
〓
“
＾
―
ジ
彗
“
）
に
＝
当
入
会
●
■
●
〓
Ｆ

東
京
て
は
「
曇

組
合
賽
団
」
一ル
智
●
は
毎
理
■
甲
日
午
晨
四
崎
か
ら
六
時
）

「
合
奏
団
た
あ
く
」
■
一一喧

日
六

時
か
ら
八
特
）

お
問
い
合
せ
は
集
田

，
務
局
ｔ
ｔ
．
関
西

，
●

「合
●
団
鼎
ヽ
卜●
嘔
Ｈ

¨
■

か
ら
■
時
）

お
間
い
合

，
■
人
輸
ｔ
●
ん

＾
ご
ｔ
し
四
た
　
一
六
ご
一口
一
ｉ
ｔ
　
名
古
■
て
は

「グ
ル
ー
プ
み
ず
け
」

第^

一　

，
人
蜀
Ｈ
六
時
半
か
ら
八
時
　
他
に
拒
　
「
”
観
ｎ

， 　
お
間
●

合
■
●
水
野
正
ご

一
´
え
六
八
　
一
二
　
　
ｔ
ｔ
五
夜
間
）
１
〓
　
仙
台

ｒ
ｔ

一
合

要
団
麟
』

士^
　
ｕ
曜
＝

　ヽ
■
問
い
合
せ
は
山
本
Ｂ
子

六^
●
―
九

一
四
“
●

１
ヽ
　
地
に
ハ
ワ
イ
に
も

ハ
，
イ
大
学
生
中
■
の
グ
ル
ー
プ

′
〓
ｏ
ｏ
ュ
●

工
●
〓
３
一　
¨
●
３
ヨ
Ｅ
ｏ
が
あ

，
■
●

ま13

果
器

●
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
も
致
し
ま
す

|■ ●・・ メー ■ご ギ

~|:

〓
魔
駅
面

ロ
エ
ク
セ
ル
〓
嗜
Ｉ
Ｆ

三
日
市
下
邁
雀
〓
　

一
五
　

一
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
■
０
四
二
一
）
四
九
　
八
〇
六
一

夜
問

＾
〇

四
〓
二
一
四
九
　

五
四
五

〓
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邦
楽
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ア
リ
エ
ー
シ
ヨ
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そ
の
１

‥
工
■
　
中
原
蒼

〓
；
場
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●
企
画
■
威

●
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八
三
年
五
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二
十
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六
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ホ
ー
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日
本
音
楽
集
団
第
十

一
回
海
外
公
演

な
い
■
に
　
の
ろ
し
を
あ
げ
て
嚢
●
の

発
生
を
伝
え
た
　
っ
ま
り
現
代
で
は
電

憎
の
憲
」
に
と
ら
え
る

　

（東
■
「
家

の
者
か
ら
の
手
紙
　
こ
こ
で
は
娘
曖
に

預
け
た
娘
か
ら
の
手
ほ
の
こ
と

　

（自

願
拓
〕
朗
を
か
く
こ
と
だ
が
　
中
国
で

は
途
方
に
喜
れ
た
と
き
の
動
作
　
日
本

で
は
失
敵
し
た
と
き
の
動
作

　

一不
勝

●
〕
昔
官
機
は
寇
を
か
ふ

，
■
で
留
め

た
　
髪
が
商
く
な
。
て
書
を
さ
せ
な
い

と
い
う
こ
と
は
そ
の
仕
事
が
で
き
な
く

な
ｏ
た
と
０
う
意
味
で
　
何
も
で
き
ず

に
老
い
て
ゆ
く
身
を
想
し
ん
で
い
る

口
日
国

会
社
は
不
況
で
倒
産
し
て
し

ま
い
　
今
私
に
は
昔
”
た
吉
永
小
百
合

の
映
画
だ
け
が
■

，
の
思
い
出
と
し
て

鶴
●
て
い
る
だ
け
だ
　
っ
ふ
れ
た
会
社

に
も
春
は
来
た
が
　
ま
る
で
革
は
う
ほ

う
に
費
れ
て
い
る
よ
う
た
　
こ
の
ご
時

世
を
嗅
い
て
は
花
を
見
て
涙
し
　
別
れ

た
妻
を
慣
ん
で
あ
て
も
自
分
の
心
の
■

ｔ
さ
に
■
き
暴
れ
嘉
Ｍ
が
た
０
よ
う
だ

傾
権
者
か
ら
の
電
話
は
こ
の
三
カ
月
び

０
さ
り
な
し
に
続
い
て
い
る
が
　
こ
ん

な
時
〓
す
る
綸
か
ら
の
手
綬
で
も
届
い

た
な
ら
は
そ
れ
は
万
金
に
価
い
す
０
た

ら
う
　
日
壁
頭
を
か
け
“
妥
は

一
層
”

く
な
０
て
い
て
　
い
ｏ
そ
お
力
々
に
で

も
な
っ
て
稼
ぎ
に
出
よ
う
と
思
う
０
だ

ク
フ
モ

フ
イ
ン
ラ

ン
ド
は
招
く

|| |:  |
7  1 11

一ｔ
一^
輛
監
■
で
あ

一ｍ
交
を
―，
つ
に

，

リ
カ
諸
国
の
伝
鋳

■
，

■
「

が
　
か
ん
ざ
し
も
さ
せ
な
い魚^

皇

1

疵 J[
●

`
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Ｆ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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４
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＋
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０
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應
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Ｆ
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Ｂ
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＾
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Ｈ
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＝
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Ｒ
八

，
，
ス
テ

，
い
■
べ
て

民^
音
キ
依
）
　
　
　
　
オ
売

，
，
■

十
七
日

金^
）
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―
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０
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＾
Ｂ
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Ｈ
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瀬
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Ｏ
Ａ
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